
文化間を移動する
子どもの生活と心の支援

令和5年9月10日
岐阜県可児市立蘇南中学校 青山岳史



内容

１ .可児市について
２ .本校の国際教室
３ .学校の役割
４ .生活の支援
５ .心の支援



１.岐阜県
可児市

県下最大規模の可児工業団地

市内に自動車等の製造業→外国籍労働者の受け入れ

1990年代 日系ブラジル人市民の急増

→集住地域の小中学校に日本語適応指導教室開設

2003年～ フィリピン人市民の増加

→可児市として「不就学ゼロ」の取り組み

2005年 初期指導適応教室「ばら教室KANI」開設

令和5年4月には外国籍市民が約８.４％（84771人）



可児市として外国籍市民を受け入れ

•不就学ゼロを目指して市役所内で連携
• NPO可児市国際交流協会
→子どもたちへの教育支援教室
（就学前、日本語補習、不登校支援、進学支援）
→母語支援教室
→地域人材の養成・研修



２.本校の国際教室
・全校生徒の約2割(180名)が外国につながりのある生徒
・日本語指導が必要な67名が国際教室へ通う
・週に４～８時間を国際教室で「取り出し」
・初期指導と教科の統合指導（日本語•国•数•社）
・週に1回の「道徳」の時間は全員集合



外国につながる子どもの心
・言葉の壁
・文化の違い
・親子間のコミュニケーション
・授業がわからない
・家の手伝いや兄弟の世話



３.学校の役割

達成感

承認情報

安心感



子どもの日本語教育の目的

A：学校生活や社会に適応 B
：認知的な発達の支援 C：
アイデンティティの形成

や自己実現



４.生活の支援

子どもの生きづらさの背景
・文化間移動の経験
・言語の壁
・複雑な家庭環境



多文化ソーシャルワークの視点から

①「人」にアプローチ
→その子の「困り感」を丁寧にアセスメント
→その子の「強み（ストロングポイント）」は何か

②「環境」にアプローチ
→学級、家庭、コミュニティ、地域にリソースはないか
→どんな環境であれば学ぶことができるか一緒に考える
→適切なサービスにつなげる



子どものエンパワメント

３．提案ステップ：
人や環境の「強み」を活かし作戦を一緒に考える。

２．問題定義ステップ：
今の現状の何が問題なのか協働的に考え、見つける。

１．共感ステップ：
本人の思いをていねいに聴き、寄り添う。子どもの主観を把握する。

アメリカの臨床児童心理学者（Ross W．Green 2014）

共感(理解)から始め、一緒に(協働して)解決を目指す



中学３年生 Dさんの事例
•中学校２年生から不登校
•２年生の２学期から週に1回の放課後登校
•３年生になってから午前中３時間だけ登校
•欠席は週に１～3回
•家では父親の介護（昼食を作る、トイレ等）
•中学卒業後の進路について考えている



本人や保護者と話をする中で分かった
こと
・高校に進学したいという思いがある。Dさん ・授業中（特に数学）は自分が納得す
ると大きな反応がある。

の強み ・母親がDさんを理解している。
・家では父親の介護をして昼食を作っ
たり家事をしたりしている。
→家族を大事に思っている。



①「人」にアプローチ
・高校の一日入学の動機づけ
・ロールモデルとなる高校生と

Dさんへ の交流
・授業中の行動や姿の承認

の支援 ②「環境」にアプローチ
・行政サービスの把握（SSW）
・市の福祉課との連携
・病院との情報共有



５.心の支援

アイデンティティ形成や自己実現のために
①総合的な学習の時間

→必要に応じて取り出し
②国際「道徳」の時間

→取り出しで毎週１時間



国際教室に通う１年生（23名）の滞日期間
・日本生まれ・・・・４人
・４年～１１年・・・７人
・１年～３年・・・・７人
・１年未満・・・・・５人

→日本生まれ、日本育ちで国際教室に通う生徒
が年々増えている。
→自宅を購入し、定住志向の家庭が増えている。



指導計画
１．あこがれの人を調べる
２．あこがれの生き方を書く
３．プレゼンを作る ４
．在籍クラスの仲間に発表

（在籍学級と同じ内容と時間＋α国際での練習１～２時間）

①「あこがれの生き方」を考えよう
国際で「取り出し」



配慮したこと
•この授業をする意図を伝える
•母語でも考えることができる環境を作る
•考えるためのフレームを用意する
•大切にしたい「価値」となる言葉を日本語で習得する
•タブレットを活用できる環境を作る
•通訳さん、担任の先生と連携
•国際教室で練習して在籍学級へつなげる



まずは母語
でもOK！



来日４ヶ月のCさん
( JSLステージ２)



Cさんの「あこがれの生き方」

マニーパッキャオから学ぶ「あきらめない心」





Rさんの「あこがれの生き方」

父から学ぶ「困っている人がいたら助ける」





在籍学級での発表へ 担任の先生より



②国際「道徳」週に１時間
（在籍学級と同じ題材）

大切にしていること
・自分の考えをもつ
・協働的に学ぶ
・道徳的価値を学ぶ（母語もOK）

授業に参加できる環境づくり



テーマ：いじめをなくすために大切なことは？

視覚的な支援



聴き合える場所づくり



自分の考えをもつ



テーマ：心を健康にするには？



テーマ：人と人が関わり合うために
大切なことは？

協働的に学ぶ



価値につい
て考える







その子のよさを在籍学級へ広める



アイデン
ティティの
形成と

自己実現に
向けて

子どもが

•「ここであれば自分は学ぶ
ことができる」と思える

•自分の存在を自分で認める
ことができる

•将来への希望を抱くことが
できる



子どもの
そばにいる
大人として
の心構え

・信じる

・あきらめない

・つなげる



ご静聴ありがとう
ございました
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